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く緒論>

1丘年、スポーツ参加の重要性が指摘されるなかで、スポーツ行動要因に関する研究は著
しく、数多くの研究が報告されている。スポーツ行動要因の研究としては、 1964年に

田中が発表した「わが国のスポーツ人口に関する研究」、 1 975年以降、田中らは武道

関係の組織人口に関する研究を報告している。

一方、田中ら(1983年)は、スキー種目の選好と地域の観光開発との関係を研究し、ス

ポーツ選好に対する環境の関与がきわめて大きいことを示唆している。また、田中は共同

研究「風土 Jの中で「わが国における社会的風土と女性のスポーツ行動」をまとめ、その

後も「スポーツ風土調査 Jに関する数々の研究を進めている。これらの研究は、田中の作

成したスポーツ風土調査用紙 (Sport Climate Inventory)を使用した調査研究であ

り、興味ある知見を報告している。 これらの研究結果をふまえ、上記の「スポーツ風土

調査用紙」を使用し、高校スケート部員と一般生徒との差異を比較検討しながら、幼少年

期のレジャー・スポーツ行動傾向の中に競技スポーツ志向の萌芽を発見しようとすること

が本研究の目的である。

<研究方法>

1 .調査対象:対象はスケート部員は山梨県・群馬県・長野県の高校スケート部員、一般

生徒は山梨県の私立高校 2年生(一般生徒 167名、スケート部員 199名、有効回

収率 10 0 %)でいずれも男子生徒である。

2. 調査時期:平成 2年 6月である。

3. 調査方法:集合法による質問紙調査で、調査者が質問項目を読み上げ、被調査者は即

時に所定の回答用紙のあてはまる番号をチェックするように指示した。なお質問紙

は田中の「スポーツ風土調査 J(Sport Climate Inventory、以下SCIと呼ぶ)を用いた。

4. 質問紙の構成:調査項目質問紙は計 88項目で、学年、卒業後の進路、体力の評価等

8項目、 SCI80項目から構成され、 SCIの項目は小学校入学以前、小学校 3 ・4年生

の頃、中学校 2年生の頃、高校2年生の各 20項目について 5段階評定尺度上あては

まる番号を選択し記入するようになっている。

く要約と結語>

高校一般生徒と高校スケート部員計366名を対象として、スポーツ風土調査用紙により、

幼少年期のレジャー・スポーツ行動と競技スポーツ志向について調査分析した結果、次の

ような知見を得たので報告する。

1 )スケート部員は一般生徒に比べ幼児期・小学校期から運動やスポーツが得意で、運動

神経がよく、活動性に富み、地域のスポーツ教室に参加し、早くから一流選手を目指して
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いたことがうかがえれる。スケート部員には中学校以降も、人}倍元気で、グループで運

動することを楽しみにしていたなど、活動的でスポーツ愛好的であったことが有意に認め

られる。

2 )スケート部員は、幼児期から高校期をとおして、運動・スポーツでは力いっぱい頑強

り、常に勝ちたいという気持ちが強く、 「勝利志向 Jの強い特徴的な行動傾向のあること

が注目される。

3 )スケート部員は幼児期・小学校期からスポーツ参加について、両親、友人、先生等か

ら称賛や励ましなどを受け、中学校期・高校期でも競技大会等を通じて重要な他者(s i gn 

ificant athers)からスポーツ参加に対する強い励ましゃ称賛を受げていることが認めら

れる。スケート部員はこのようにライフステージの初期から、それぞれのsocial agentに

おげるsignificant othersの積極的な働きかけを受げてきたとみることができる。

4 )スケート部員の進学志望者は過半数を占めている。このことはスポーツ選手として大

学に進学し、ー流選手として活躍することを目指しているものと推測される。一般生徒に

比べてスポーツ選手の進学志望が高率である傾向は、スポーツキャリアが進学を促進する

事例として注目される。

以上の要約から明

らかなように、スケ

ート部員は幼少年期

のレジャー行動のな

かで、スポーツ界で

活路するための、主

体的・環境的傾向が

形成され、中学校期

以降の学校運動部等

で本格的に組織的、

合理的トレーニング

や練習、競技会参加

経験を積重ね、大学

に進学して更に高い

水準の競技生活を経

験しようとしている

傾向を明白に認める

ことができる。地域

色豊かなスポーツ風

土の中で育ったスケ

ートのキャリアが大

学進学を促進してい

る本研究の事例は、

特に注目に値するも

のといえるであろう。
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